
 

 

 

第二地銀協地銀の平成 21 年度中間決算の概要について 

 

 

平成 21 年 12 月 17 日 

（社）第二地方銀行協会 

 

 

当協会では、会員行の平成 21 年度中間決算の概要を別添のとおり取りまとめました。 

 

以 上 
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平成 21 年度中間決算の概要について 

 

平成 21 年 12 月 17 日 
 

（社）第二地方銀行協会 

 

 会員行の平成 21 年度中間決算（単体）の概要は以下のとおり。 

（注）計数は平成21年 9月末時点の会員行44行ベース。 

 

１．損益概況（業務純益：1,581億円、経常利益：558億円、中間純利益：499億円） 

平成 21 年度中間決算の業務純益は、国債等債券関係損益の黒字化や、一般貸倒

引当金繰入の減少から、増益（前年同期比＋45.4%）となった。 

経常利益は、個別貸倒引当金繰入、貸出金償却等の与信費用の減少による臨時

損益の赤字幅縮小を主因に黒字化し、これを受けて、中間純利益も黒字に転化した。 

 

２．業務純益の状況 

(1) 資金利益（4,853 億円、前年同期比△219 億円、△4.3%） 

資金利益は、前年同期比△4.3%減少し 4,853 億円となった。 

この内訳をみると、預貸金収支は、貸出金残高（平残）は増加したものの、

預貸金粗利鞘が縮小したことから、同△2.1%減少して、4,016 億円となった。 

また、有価証券利息配当金は、外国証券利息収入、株式配当金、国債利息収入の

減少等により、同△10.3%減少して 875 億円となった。 

 

(2) 役務取引等利益（286 億円、前年同期比△94 億円、△24.7%） 

役務取引等利益は、投信窓販業務手数料、預金・貸出金業務手数料、為替   

業務手数料の減少等により、前年同期比△24.7%の減益となった。 

 

(3) その他業務利益（229 億円、前年同期比＋599 億円の改善） 

その他業務利益は、投資信託や外国証券にかかる減損処理が前年度中間期に 

比べ大幅に減少したことを主因に国債等債券関係損益が益超に転じたことから、

229 億円の黒字（前年同期は△370 億円の赤字）となった。 
 

(4) 経費（3,729 億円、前年同期比△80 億円、△2.1%） 

経費は、会員行がコスト削減に注力した結果、人件費、物件費ともに減少した。 

（別添）
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３．不良債権処理の状況 

不良債権処理額は、前年度中間期に多額の処理を行ったことや、緊急保証制度

の活用等もあり、大幅に減少（前年同期比△37.5%）した。 

また、金融再生法開示債権（破産更生等債権、危険債権、要管理債権）は、    

危険債権、要管理債権が貸出条件緩和債権の基準見直しの活用等により小幅の 

増加に止まったこと、また、破産更生等債権の最終処理が進んだことにより、  

全体として平成 21 年 3 月末比△0.5%の減少となり、開示債権比率も同△0.03%  

ﾎﾟｲﾝﾄ低下して 4.27%となった。 

 

４．経常利益および中間純利益の状況 

経常利益は、業務純益が増加したことに加え、臨時損益の赤字幅が縮小した結果、

558 億円の黒字となった。なお、臨時損益は、個別貸倒引当金繰入ならびに貸出金

償却の減少を主因に、△1,022 億円の損超となった。 

この結果、中間純利益は 499 億円の黒字となった。 

 

５．単体自己資本比率（9.93%） 

単体自己資本比率は、自己資本額が中間純利益の黒字化や公的資金による資本

受入により増加し、リスクアセットが国債等の低リスクウェイト資産へのシフト等

により減少した結果、平成 21 年 3 月末比＋0.33%ﾎﾟｲﾝﾄ上昇して 9.93%となった。  

また、TierⅠ比率は同＋0.31%ﾎﾟｲﾝﾄ上昇して 7.51%となった。 

 

６．預金および貸出金（末残） 

(1) 預金（56 兆 8,845 億円） 

預金（末残）は、前年同期末比＋1 兆 2,565 億円、＋2.3%増加して 56 兆 8,845   

億円となった。預金者別にみると、一般法人預金、個人預金はともに増加した。

種類別にみると、要求払預金、定期性預金はともに増加した。また、外貨預金

は為替円高を背景に高い伸びを維持した。 

 

(2) 貸出金（43 兆 6,640 億円） 

貸出金（末残）は、前年同期末比＋6,055 億円、＋1.4%増加して 43 兆 6,640

億円となった。 

以 上 
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公表用資料に

平成21年度
中間期

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

平成20年度
中間期

業務純益 1,581 494 45.4 1,087

業務粗利益 5,368 286 5.6 5,082

資金利益 4,853 △ 219 △ 4.3 5,072

預貸金収支 4,016 △ 86 △ 2.1 4,102

有価証券利息配当金 875 △ 100 △ 10.3 975

役務取引等利益 286 △ 94 △ 24.7 380

その他業務利益 229 599 - △ 370

国債等債券関係損益 161 555 - △ 394

経費(△) 3,729 △ 80 △ 2.1 3,809

一般貸倒引当金繰入額(△) 57 △ 129 △ 69.4 186

臨時損益 △ 1,022 328 - △ 1,350

個別貸倒引当金繰入額(△) 748 △ 341 △ 31.3 1,089

株式等関係損益 △ 36 △ 45 - 9

経常利益 558 822 - △ 264

特別損益 128 143 - △ 15

税引前中間純利益 686 966 - △ 280

法人税、住民税及び事業税(△) 131 △ 194 △ 59.7 325

法人税等調整額(△) 55 466 - △ 411

中間純利益 499 693 - △ 194

(注）１．計数は、平成21年9月末現在の全会員行44行ベースである。

     ２．預貸金収支＝（貸付金利息-金融機関貸付金利息＋手形割引料）-預金利息

　 　３．国債等債券関係損益＝国債等債券売却益+国債等債券償還益-国債等債券売却損-国債等債券償還損-国債等債券償却

　 　４．株式等関係損益＝株式等売却益-株式等売却損-株式等償却

業務純益 経常利益 中間純利益

増益行 30 31 30
減益行 14 13 14

 

１．損益の内訳                     （単位：億円、%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．平成 21 年度中間決算の増益・減益行の状況     （単位：行） 

 

 

 

 

 

（計数資料）
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平成21年度中間期 前年同期比
平成20年度
中間期

貸出金利回 (A) 2.22 △ 0.17 2.39
有価証券利回 1.30 △ 0.11 1.41
資金運用利回 (B) 1.94 △ 0.16 2.10
預金債券等原価 (C) 1.58 △ 0.12 1.70
預金債券等利回 0.27 △ 0.08 0.35
預金利回 0.27 △ 0.08 0.35
譲渡性預金利回 0.37 △ 0.25 0.62

経費率 1.30 △ 0.05 1.35
人件費率 0.65 △ 0.03 0.68
物件費率 0.58 △ 0.01 0.59
税金率 0.07 0.00 0.07

資金調達利回 0.30 △ 0.08 0.38
資金調達原価 (D) 1.59 △ 0.13 1.72
預貸金利鞘  (A-C) 0.64 △ 0.05 0.69
総資金利鞘  (B-D) 0.35 △ 0.03 0.38
預貸率（末残） 75.49 △ 0.30 75.79
     〃  （平残） 75.37 0.25 75.12
預証率（末残） 23.35 0.17 23.18
     〃 （平残） 23.52 △ 0.90 24.42
コア業純ＲＯＡ 0.47 △ 0.07 0.54
コア業純ＲＯＥ 10.96 △ 0.46 11.42
コア業務粗利益ＯＨＲ 71.63 2.08 69.55

(注） 1. コア業純ＲＯＡ＝（業務純益+一般貸倒引当金繰入額-国債等債券関係損益）×（365／183）／(総資産平残-支払承諾見返平残)×100

2. コア業純ＲＯＥ＝（業務純益+一般貸倒引当金繰入額-国債等債券関係損益）×（365／183）／(純資産平残-新株予約権平残)×100

3. コア業務粗利益ＯＨＲ＝経費／（業務粗利益-国債等債券関係損益）×100

平成21年度
中間期

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

平成20年度
中間期

経費 3,729 △ 80 △ 2.1 3,809

人件費 1,866 △ 55 △ 2.9 1,921

給与・報酬 1,194 △ 9 △ 0.7 1,203

賞与 254 △ 44 △ 14.8 298

物件費 1,656 △ 18 △ 1.1 1,674

３．経営諸指標                 （単位：%、%ﾎﾟｲﾝﾄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．経費の内訳                （単位：億円、%） 
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平成21年度
中間期

前年同期比
増減額/変化幅

前年同期比
増減率

平成20年度
中間期

貸倒引当金繰入額 775 △ 483 △ 38.4 1,258

貸出金償却 105 △ 78 △ 42.6 183

その他不良債権処理額 50 0 0.0 50

合計 （A) 933 △ 559 △ 37.5 1,492

与信費用比率 (X) 0.43 △ 0.26 0.69

預貸金利鞘 (Y) 0.64 △ 0.05 0.69

（参考）預貸金利鞘－与信費用比率 (Y-X) 0.21 0.21 0.00

平成21年度
中間期

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率

臨時損益 △ 1,022 328 -

個別貸倒引当金繰入額 △ 748 341 -

貸出金償却 △ 105 78 -

株式等関係損益 △ 36 △ 45 -

株式等売買損益 151 △ 136 △ 47.4

株式等償却 △ 188 89 -

５．不良債権処理額              （単位：億円、%、%ﾎﾟｲﾝﾄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．貸倒引当金繰入額＝一般貸倒引当金繰入額＋個別貸倒引当金繰入額＋特定海外債権引当勘定繰入額 

－特別利益計上の取崩超過額 

 

   ２．与信費用比率＝不良債権処理額 ／貸出金(平残) × 100 

 

 

 

 

 

６．臨時損益の内訳             （単位：億円） 
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平成21年度
中間期末

平成21年3月末比
増減額/変化幅

平成21年3月末比
増減率

平成21年3月
末

破綻先債権 3,207 △ 80 △ 2.4 3,287

延滞債権 13,372 △ 25 △ 0.2 13,397

３カ月以上延滞債権 266 82 44.6 184

貸出条件緩和債権 1,865 △ 66 △ 3.4 1,931

合計 (A) 18,712 △ 89 △ 0.5 18,801

貸出金 (B) 436,640 808 0.2 435,832

リスク管理債権比率 (A/B) 4.28 △ 0.03 4.31

貸倒引当金 ( C ) 7,584 41 0.5 7,543

特定債務者支援引当金 (D) - - - -

引当率 [ (C+D)/A ] 40.53 0.41 40.12

平成21年度
中間期末

21年3月末比
増減額/変化幅

21年3月末比
増減率

平成21年3月末

破産更生等債権 7,004 △ 260 △ 3.6 7,264

危険債権 9,800 149 1.5 9,651

要管理債権 2,132 16 0.8 2,116

開示債権 A 18,937 △ 96 △ 0.5 19,033

正常債権 423,699 677 0.2 423,022

総与信 B 442,637 581 0.1 442,056

金融再生法開示債権比率 A/B 4.27 △ 0.03 4.30

７．金融再生法開示債権            （単位：億円、%、%ﾎﾟｲﾝﾄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．リスク管理債権                   （単位：億円、%、%ﾎﾟｲﾝﾄ） 
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平成21年度
中間期末

平成21年3月末比
増減額/変化幅

平成21年3月末比
増減率

平成21年
3月末

TierⅠ (A) 24,887 793 3.3 24,094

TierⅡ (B) 8,084 △ 7 △ 0.1 8,091

うち負債性資本調達手段等 5,212 21 0.4 5,191

自己資本総額   ( C） = (A＋B) 32,972 786 2.4 32,186

控除項目 (D) 65 △ 8 △ 11.0 73

自己資本額   ( E ) = (C－D) 32,906 794 2.5 32,112

リスク・アセット合計 (F) 331,370 △ 3,066 △ 0.9 334,436

うち資産（オン・バランス）項目 306,697 △ 2,749 △ 0.9 309,446

自己資本比率 (E/F) 9.93 0.33 9.60

TierⅠ比率 (A/F) 7.51 0.31 7.20

９．単体自己資本比率            （単位：億円、%、%ﾎﾟｲﾝﾄ） 
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ここ公表用にのせ

平成21年度
中間期末

前年同期末比
増減額

前年同期末比
増減率

平成20年度
中間期末

貸出金 436,640 6,055 1.4 430,585

有価証券 134,337 3,531 2.7 130,806

国債 68,031 5,243 8.4 62,788

地方債 8,790 1,513 20.8 7,277

社債 31,053 1,476 5.0 29,577

株式 8,425 △ 1,380 △ 14.1 9,805

外国証券 11,186 △ 1,698 △ 13.2 12,884

その他の証券 6,848 △ 1,592 △ 18.9 8,440

商品有価証券 355 182 105.2 173

金銭の信託 542 △ 238 △ 30.5 780

コールローン 13,576 505 3.9 13,07

運用勘定計 590,947 12,300 2.1 578,647

繰延税金資産 4,273 △ 613 △ 12.5 4,886

資産　計 619,613 8,037 1.3 611,576

預金 568,845 12,565 2.3 556,280

譲渡性預金 6,429 △ 1,397 △ 17.9 7,826

コールマネー 426 △ 2,937 △ 87.3 3,363

調達勘定計 583,264 7,222 1.3 576,042

繰延税金負債 39 20 105.3 19

負債　計 593,034 6,694 1.1 586,340

純資産　計 26,579 1,344 5.3 25,235

負債及び純資産　計 619,613 8,037 1.3 611,576

10．主要勘定の内訳（末残）             （単位：億円、%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


